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なぜofficeなのか

・体裁の整った文書作成や表計算、スライド作成が簡単に行える

・互換性がある

例）

Wordで作ったものをPowerPointで使う

Excelで作ったグラフをWordに張り付ける

これが直感的に行えるのが最大の特徴



数式ツール
Wordで整った数式を表示できる

例）素粒子標準模型（＋重力）の作用（参考:橋本幸士著「宇宙のすべてを支配する数式」をパパに習ってみた）
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数式ツールの開き方
①挿入 ②数式

③新しい数式の挿入



数式ツール



数式ツールの楽な使い方

いちいちマウスで操作して開くのは大変。

ショートカットを覚えると途端に使いやすくなる

数式を開くには、「Alt」＋「Shift」＋「ー（ハイフン）」(Windows)

（Macなら「Control」＋「ー（ハイフン）」）

何回か打って手で覚えるのがおすすめ。

他にも覚えると便利なショートカットやコマンドがたくさん！



数式ツールの基本的な使い方

例1

𝑦 = 𝑥 + 1 𝑥 + 2 = 𝑥2 + 2𝑥 + 2

①数式ツールを開く(Alt＋Shift＋ー)

②半角英数にして𝑦 = 𝑥 + 1 𝑥 + 2 =を入力

③ 𝑥2の部分の入力

方法１：数式バーで上付き文字から選択

下の□にx、上の□に2を入力

方法２：x^2と入力し、spaceキーを押す（おすすめ）

④残りの+2𝑥 + 2を入力



二行にするとき

例1で＝をそろえて改行したいとき

𝑦 = 𝑥 + 1 𝑥 + 2
= 𝑥2 + 2𝑥 + 2

改行したい＝の前で右クリックして

任意指定の改行を挿入をクリック

𝑦 = 𝑥 + 1 𝑥 + 2
= 𝑥2 + 2𝑥 + 2

（数回）Tabキーを押すと揃う



添え字、ルート

例2（方法１：数式バーを使う）

𝑣 = 𝑣𝑥
2 + 𝑣𝑦

2 + 𝑣𝑧
2

①ルートは数式バーのべき乗根にあるので選択

②ルートの中の□を押して、数式バーで を選択

③それぞれの□でv,x,2を入力

④以下繰り返し（コピペして使えば簡単）



添え字、ルート

例2（方法２：コマンドを使う）

𝑣 = 𝑣𝑥
2 + 𝑣𝑦

2 + 𝑣𝑧
2

①ルートは¥sqrtと打ってspaceキーを押す

（２回押す）

② 𝑣𝑥
2は、v_x^2と打ってspaceキー

（添え字は_（アンダーバー）、ベキは^（ハット）と覚えよう）

１回ですべて入力するなら、



分数

・
𝑎

𝑏
を入力するには、a/bとする。

（aの前に文字があるときは、spaceを入れてから入力するといい）

・複雑な数式に分数を入れる際は、数式バーから呼び出すか、

(複雑な数式)/(複雑な数式)のようにカッコを付けて入力。

)+spaceを繰り返す

spaceキー



レポートでのルール
一般に変数や物理量を表すときには斜体を用いる
（位置𝑥、時刻𝑡、質量𝑚など）

一方で単位（m、s、kg、m/sなど）や

三角関数（sin、cos、tan）や、対数（log）、極限（lim）

などは立体で表示するのがルール。

数式内では、デフォルトが斜体。 斜体と立体の切り替えはここ



横向きの分数

単位の分数は横向きで表示する

横向きの分数を数式ツール上で使いたいときは、

方法1：数式バーの分数から分数(横)を選んで使う

方法2：横向きにしたい分数を選択して右クリック

→分数(横)に変更する

方法3：「/」の代わりに「¥/」を入力

(a¥/bと入力)



三角関数、対数、極限

基本的にはそのまま入力してspace押すだけ

（spaceキーを押すと斜体から立体になる）

対数の底や、極限の下に文字を入れる場合は_を付ければいい

(→はー＞、∞は¥infty)



積分、和記号の入力
積分のコマンドは¥int

積分範囲は、^と_で入れられる。

和記号のコマンドは¥sum

範囲は、^と_で入れられる。



行列（数式バー）
数式バーの行列を使う方法

①数式ツールを開いて「(」を入力

②数式バーの空行列から選択

③「)」を入力してspaceキー



行列（数式バー）
行や列を増やしたい場合

増やしたい場所の近くの成分で右クリック

→挿入をクリック

同様に行や列を消したいときは

削除をクリック！

行列の間隔や配置も調整可能！



行列（コマンド）
¥matrixを使って書いてみる

&：右横の成分へ移動

＠：次の行の一番左の成分へ移動

例：(¥matrix(1&2&3@4&5&6@7&8&9))



対称的な行列
1 1 0 0 ⋯ 0
0 1 1 0 ⋱ ⋮
0 0 1 1 ⋱ 0
⋮ ⋱ ⋱ ⋱ ⋱ 0
⋮ ⋱ ⋱ ⋱ 1 1
0 ⋯ ⋯ 0 0 1

などの行列を入力する際に、役に立つ記号

⋯←¥cdots

⋮ ←¥vdots

⋱ ←¥ddots

⋰ ←¥rddots



式番号を付ける

式番号を付けると便利なことが多々ある。

レポートで引用、ノート作成etc...

付ける際は、入力した数式の最後に、

#(番号)と入力してEnterキーを押す。

Enter



式番号を付ける（2）

前の方法は、改行した数式には使えない

一般に使える方法：表を使う！

①１行２列の表を入れて、左を広げる

②左に数式、右に式番号を入力

③枠線を透明にする

𝑦 = 𝑥 + 1 𝑥 + 2
= 𝑥2 + 2𝑥 + 2

枠が点線になるが、
印刷時には表示されない



数式ツール
コマンドは他にもたくさん…

必要になったらググる（大事）

ネットには一覧表もおちている

数式はコピーして使うのも大事（何度も入力しなくて済む）

重くなるのでこまめに保存を忘れずに
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